
４⽉ ガイダンス
  �個⼈によるミニ課題研究
５⽉ 課題発⾒ワーク
７⽉ 実験計画ワーク
９⽉ ポスター発表会
11⽉�考察ワーク
２⽉ 千⾥フェスタ

 ミニ課題研究

 ポスター発表会

４⽉ ガイダンス
  �考察実験ワーク
５⽉ 班別研究開始
 ��TA指導
10⽉�中間発表会
２⽉ 国際シンポジウム
 ��千⾥フェスタ

 班別研究

 発表会

「科学探究」の発展科⽬
知識を活⽤し発信、グローバル
な課題との関連を説明できる⼒
の習得を⽬指す。
〇�⾼度な実験実習
〇�コンテスト出場
〇�論⽂・学会発表

 参加コンテスト・学会

01
先輩の課題研究要旨を題材に、実際の研究
の結果や考察を読み、⾃分の考えを述べる
練習を⾏う。

発表を⾏うことで研究を整理し、⾒学者
から新たな視点を得る。

課題発⾒・研究計画・研究の⾒直し・発表等、
研究を進める際に必要となる⼒の習得を⽬指す。

03

02

１年「科学探究基礎」
　〜基礎力の育成〜

① 考察力重点育成に関わる
「探究活動」の取り組み 年間予定

千⾥��では、①��⼒重点�成②コア⽣徒の�成③国�的協働⼒の�成をテーマ
に挙げ、�々な研���等と��しながらプログラム開発を�めています。

 考察ワーク

２年「科学探究」
〜総合的な探究力育成〜

 TA指導

⽇々の研究の取り組みを⾒える化し、変容を促す
「研究ポートフォリオ」を開発する。
⽣徒と担当教員間で研究報告と研究活動へのコメン
トを⾏う。

年４回、⼤学院⽣によるTA指導を⾏う。事前に研
究の進捗と助⾔のポイントを伝える。⽣徒は⾃分の
研究を説明することで気づきを得、また指導助⾔に
より研究を深める。
６⽉ テーマ設定   ９⽉ 実験⽅法・結果
11⽉ 新たな仮説  �１⽉ まとめ

聞く・伝えるー知の出会いで探究⼒を⾼めあう。
２年⽣は発表を⾏うことで伝える⼒をつけ、フィー
ドバックを受けることで、⾃⾝の研究を振り返り発
展させる契機になる。１年⽣は先輩たちの発表に刺
激を受け将来を考える機会に、３年⽣は指導助⾔を
⾏うことで⼤学で勉強したい内容を⾒つめなおす機
会になる。

３年「サイエンスセミナー」
〜研究を深める〜

2023年 JSEC、化学グランドコンテスト
   �⽇本分⼦⽣物学会、分⼦科学討論会
2022年 コンピュータ利⽤教育学会PCカンファレンス
   �⾦属学会、電⼦情報通信学会

     大阪府立千里高等学校SSH

段落テキスト段落テキスト



探究⼒育成プログラム

物理や化学、⽣物の実験やグループワ
ークを通じて、協働⼒の育成やR-PDCA
サイクルの活⽤、考察⼒の向上を⽬指
す。

集中研究

⾼知研修 ⽩浜研修

⻑期休業中に集中して各⾃の研究に取り
組む。
卒業⽣をTA指導に招き、新たな視点や
刺激を受けることにより、探究⼒ととも
に研究意欲も⾼める。

環境の整った場所で、現地の研究
者の指導を受けながらフィールド
学習することで、化学・⽣物・物
理・地学など幅広い分野への興味
関⼼を⾼める。研究者はどのよう
な視点や⽅法で観察・実験を⾏っ
ているのか、講義や実習などの体
験活動を通して学び、⾃分⾃⾝の
今後の探究活動に⽣かしていく。

大阪府立千里高等学校SSH

2023年度
FSプログラム年間予定

４⽉ FSG説明会
   探究⼒育成プログラム①

５⽉ 探究⼒育成プログラム②

６⽉ 探究⼒育成プログラム③

７⽉ STEAMシンポジウム
   SSH⾼知研修
   化学オリンピック参加

８⽉ SSH⽣徒研究発表会⾒学
   夏季集中研究（５⽇間）

10⽉ SSH⽩浜研修
   中間発表会で発表
   台湾⾼校との研究交流
   ⼤阪サイエンスデイ参加

12⽉ SSH台湾研修
   �冬季集中研究（３⽇間）

２⽉ 国際シンポジウム
   千⾥フェスタ

３⽉ 論⽂作成

② コア生徒の育成に関わるFSプロジェクト
FSはFuture Scientistの略。「��⼒�成プログラム」「�中研�活動」「国内・��研
�」などのコア⽣徒を主たる��として��する�別授業。

FSプロジェクトに��している⽣徒�団をFSG（Future Scientist Group）と呼�します。

2022年度研究テーマ一覧
バナナの⽪の抗菌作⽤について
コーンスターチを⽤いた⽣分解性プラスチックの実⽤性を上げる
寒天を⽤いた新素材の開発
電気分解後のクエン酸⽔溶液について
植物の葉の撥⽔性について
千⾥産泥電池の製作
調理時に鉄が溶出しやすい条件とは

受賞
2022 ⽇本⾦属学会 ⾼校⽣ポスター優秀賞
   「調理時に鉄が溶出しやすい条件とは」
2021 科学技術チャレンジ（JSEC）優秀賞
   「太陽⿊点の温度と⾯積の関係」

     大阪府立千里高等学校SSH



Ⅰ

 

Ⅳ

特色のある特色のある
英語授業英語授業

第１・２学年での週⼀回のネイティブ英語教員とのチ
ームティーチング授業を開講している。
英語活⽤⼒については、総合科学科必修の学校設定科
⽬「コミュニケーション・スキルズ」（第1学年1単
位、第2学年単位、第3学年1単位）の⽬標を「科学研究
の理解と発信」と明確にし、外部識者の助⾔を導⼊し
ながら授業内容を⾒直すことにより、英語を使う研
究・交流の機会の増加と相乗効果により進展させる。

Ⅲ
国際交流国際交流

毎年数名の留学⽣を受け⼊れている。同じ教室で過ごす
とにより、授業や⾏事、部活動などを通じて異⽂化理解
や英語活⽤⼒を向上させる。
また、台湾国⽴中科実験⾼級中学との研究交流を⾏って
いる。オンラインで互いの研究紹介を⾏うとともに、共
通の課題に対してそれぞれ実験を⾏い結果を持ち寄り交
流を⾏う。

国際国際
シンポジウムシンポジウム

英語を⽤いたシンポジウムを⾏っている。
2022年度のテーマは「災害・防災」であった。共通の
テーマについて国際⽂化科と総合科学科の⽣徒が異なる
視点から発表を⾏う。留学⽣は出⾝国の課題について発
表する。台湾国⽴中科実験⾼級中学の⽣徒を招待し、会
場またはオンラインで研究発表を⾏う。
また、⼤学教員や有識者による講演を⾏う。

これからの取り組み

① 考察⼒重点育成
 �考察ワークを開発し、研究⼒の向上を⽬指す。考察に関する評価基準（ルーブリック）を細分化し、
 �考察を詳細に分析する。
② コア⽣徒の育成
 �FSプロジェクトの深化と再構成を⾏う。探究⼒を効果的に波及させる取り組みを実施する。
③ 国際的協働⼒の育成
 �海外校との交流の共同研究への深化・国際シンポジウムの継続と充実・受け⼊れ留学⽣等との交流
 �機会を通して、実際に英語を⽤いてコミュニケーションを⾏う機会を増やす。

③ 国際的協働力の育成

Ⅰ.��のある英�授業 Ⅱ.��研� Ⅲ.国��流 Ⅳ.国�シンポジウム を�と
して国�的協働⼒の�成を⽬指しています。

大阪府立千里高等学校SSH

Ⅱ
海外研修海外研修

全員参加のオーストラリア研修旅⾏では、2つの世界⾃
然遺産が隣接するケアンズで⼤⾃然を体感し、環境保護
の取り組みを体験する。現地での交流を通して、実践的
コミュニケーション能⼒を向上させ、国際社会に⽣きる
資質を涵養する。
希望者による台湾研修では、⼤学・企業等との連携を⽣
かした最先端科学研修及び合同課題研究発表会を⾏う。
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４つの⼒ �点 Ａ Ｂ Ｃ ���点

�題発⾒⼒

問題の把� 良い��点で問題点を把�で
きる

問題点を把�できる 問題点が⾒つけられない

グローバル

�題の�� 問題を��し、�切な�模の
�題を��できる

��もしくは⽬的が��でき
る

��もしくは⽬的が��でき
ない

��⾏動⼒

情�の�� �切な⼿�で必�なデータを
��できる

必�なデータを��できる
必�なデータの��ができな
い

 

��⼒①

�切なデータを�び⽰すこと
ができる。その�果から�向
や�則性を⾒�すことができ
る。

�切なデータを�び⽰すこと
ができる。その�果から�向
や�則性を⾒�すことができ
ない。

�切なデータを�び⽰すこと
ができない。その�果から�
向や�則性を⾒�すことがで
きない。

��⼒②
⼗�な��をもって�たな�
�・�題（����・��
�）や�則性を発⾒できる。

�たな��・�題（���
�・���）や�則性を発⾒
できる。

�たな��・�題（���
�・���）や�則性を発⾒
できない。

��⼒③
��・�題や�則性を��す
るための����を��回�
�し��することができる。

��・�題や�則性を��す
るための����を��し�
�することができる。

��するための����を�
�し��することができな
い。

情�発�⼒

プレゼンテーション
研�成果を�や�を�果的に
活⽤し、筋�を立てて�える
ことができる

研�成果を筋�を立てて�え
ることができる

研�成果を筋�を立てて�え
ることができない

英�による�現

レポート
構成と�量を�切に��し、
書式にしたがって研�内�を
��できる

�められた書式にしたがって
研�内�を��できる

�められた書式にしたがって
��できない

協働⼒

コミュニケーション グループの�⾒を�き�し、
テーマに�って�論できる

⾃らの�⾒を�し、テーマに
�って�論できる

テーマに�って�論できない

 

責任� 責任�をもって率先して⾏動
できる

責任�をもって⾏動できる 責任�をもって⾏動できない

研�ポートフォリオ活⽤例

⽇付
①�回のめあて
（��、⽬的・⽬標）

②�回��したこと
（��内�、�査内
�、�果など）

③��（わかったこ
と、わからなかったこ
と、�題）

④�回に向けて（�は
どうする�）

⑤先⽣から

7月20日 温度変化による洗浄力
の違いをみる。

10,30,50度で作った洗浄
液で布を１分間洗浄し
た。30度と50度はほぼ同
じ落ち具合、10度はあま
り落ちなかった。

10度から30度まで上げる
と洗浄力は上昇するが、
30度以上はあまり変化が
ない。

15度、25度などについ
ても調べる、新たな試薬
を追加して、調べたい。
（最適温度をさぐる）

 

   

研究ポートフォリオ

探究活動のルーブリック

「�題発⾒⼒」「情�発�⼒」については���点があり、それぞれ「グローバル」「英�による�現」に当てはま
る場�は「Ａ+」や「Ｂ+」と�価する。

⽇々の研�を「研�ポートフォリオ」で��し、「��活

動のルーブリック」で�価の基�を⽰しています。

授業の最後または、実験後にポートフォリオを記⼊します。教員は個⼈の考えを知り、⾜りない視点に
ついてはアドバイスを⾏います。
⽂章化することによって頭の中が整理できる、実験の進捗状況が可視化でき、⾃分たちが次に何をすべ
きか分かる、などの利点があります。

授業当初に付けるべき⼒として⺬し、学期終わりに評価の指針として⽤います。
⽣徒の⾃⼰評価、教員による評価とコメントを⾏い、⾯談時に返却しています。

千里高校SSH公式ブログ⇒
随時更新中！！　QRコードよりご覧ください

評価資料


